
1 新型コロナウイルス感染症関係

（１）集中対策期間の開始

（２）療養のフロー図

（３）お困りの皆様への相談窓口

（４）協力金の早期支給
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（６）アストラゼネカ社製ワクチンの接種実施

２ 市町村との共創により地域課題を解決する企業の募集
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命と暮らしを救う集中対策期間

専門家懇談会の現状認識（9/1開催）

全県一斉街頭啓発日 9/4（土）

新規陽性者数は減少傾向にあるものの、

依然として高い水準が継続しており、

油断できない状況

本日9/3（金）~9/12（日）

デルタ株を収束させるため、
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます
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入院者数・確保病床使用率

月日
入院者数

（確保病床）
確保病床使用率 備考

8/19
（木） 233人 47.6％ 医療非常事態

宣言発出前

8/26
（木） 250人 51.0％ 1週間前

9/2
（木） 220人 44.9％
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県内の最近の感染事例（県外往来、学校・部活

（スポーツ）、会食、職場・家庭等）を踏まえ、

一部の事業者に過度に負担をかけるのではなく、

社会全体で少しずつ負担を分かち合い、

県民の皆様の力を広く結集して危機を乗り越えていく

どうかご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます

基本理念



期間中は、特に次の行動にご協力ください

① 大人数の集まりや人混みを避け、人と会う機会を
普段の半分以下に。

② 自宅等も含め、茶飲み話や普段会わない人との
会食をしない。

③県境をまたいだ移動（旅行、帰省、出張など）
を取りやめる。

④ 会話の際はマスクを着用し、室内・車内の換気を
徹底する。

⑤ 体調が悪い時には、すぐに医療機関に相談する。

⑥ワクチンの接種について検討し、接種後も
感染対策を徹底する。



集中対策期間における対策の強化

公共施設の休止等

イベントの中止又は延期の要請強化

旅行者への対応

スポーツ活動における対策の徹底

学校・保育所等における対策の徹底

職場や家庭等における対策の徹底
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集中対策期間の目的：「命と暮らしを救う」

１ 医療を逼迫させない

２ 感染を抑え、社会・経済活動を動かす

➡ 救える命を確実に救う

➡ 様々な制約の緩和へ
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１ 医療を逼迫させない（救える命を確実に救う）

• この間に、

① 1,500人程度の陽性者に対応できる療養体制

の構築

②抗体カクテル療法やネーザルハイフローの活用

体制整備

③ワクチン接種の加速化

・県接種会場の2会場増設

・職域接種の推進 など
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２ 感染を抑え、社会・経済活動を動かす（様々な制約の緩和へ）

• 感染警戒レベルと医療アラートの引き下げにより、

①対策の緩和
飲食店 ：時短等要請解除へ
公共施設：通常通りの利用へ
学校 ：通常授業へ移行・部活再開へ

など

②要請の緩和
・人と会う機会 : 「普段の半分以下目標」を解除

など
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「デルタ株と闘う県民共同宣言」

• 1,300を超える団体・企業が賛同。

ご協力に感謝。

• 賛同者を引き続き募集中。

➡ 県民全体で危機を乗り越えていく

＊賛同団体・企業 1,368者 （9/3（金）15:00現在）
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※本県独自のきめ細やかな対応

療養のフロー図

保健所が発生届を受理、患者への聞き取りを実施

振り分け診察

入 院

宿泊療養 自宅療養 退院（療養解除）

改善

※

必
要
な
方
は
速
や
か
に
入
院

抗体カクテル療法の対象

※症状出現から7日以内等
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お困りの皆様への相談窓口

15

まずは 生活就労支援センター「まいさぽ」 へご相談を

事業者・労働者の方

生活にお困りの方

まずは 産業・雇用総合サポートセンター へご相談を

【例】 家賃が払えない ➡ 「住居確保給付金」

【例】 売上げが大きく減少した ➡ 「特別応援金」

仕事を探している ➡ 「Jobサポ」

（県内26か所に設置）

（地域振興局商工観光課・労政事務所）

など

など
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協力金の早期支給

1.産業・雇用 総合サポートセンターで申請サポート

2.電子申請の導入

3.協力金の申請簡素化

・申請書の作成・提出までを支援

・9/13以降の申請から導入（再延長に伴う2回目の申請から）

・上伊那（R3.5）実施分以降で申請済みの事業者

※書類に不備がないかご確認の上、申請してください
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時短等要請の今後（上伊那圏域・松本圏域）

9/5（日）で終了

上伊那圏域（全域）

松本圏域

予定どおり

松本市、塩尻市、安曇野市

延長する方向で検討中

＊山形村、朝日村への要請は予定どおり9/7（火）で終了の方向

について

します
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アストラゼネカ社製ワクチンの接種を実施します

対象者

 40歳以上の方（原則）

 18歳以上で接種を必要とする次の方（例外）

・アレルギー等で他社製ワクチンを接種できない方

・アストラゼネカ社製ワクチンを1回接種済の方

接種人数・会場・日程

日程 会場 人数

1回目 9月16日（木）
14時～17時 長野県立

信州医療センター
100名

2回目 11月11日（木）
14時～17時

21
※上記日程でご都合が悪い場合は、県ワクチン接種体制整備室まで個別にご相談ください
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